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施設票・・・モノ（CT,  MR,  ガンマナイフ、ダヴィンチなど）
ヒト（医師、看護師等）
＋ 救急医療施設認定、夜間・救急患者等の受入数

構
造

病棟票・・・入院患者数、退院患者数、患者の入院元、患者の退院先、
様式１ 看護必要度別患者数、リハビリテーション実績

病棟票・・・入院基本料別患者数、特定入院料別患者数、
様式２ 臓器別手術実績数、全身麻酔手術症例数

癌・脳卒中・心筋梗塞等の治療状況
重症患者への対応状況、救急医療の実施状況
急性期後の在宅復帰、全身管理の状況
リハビリテーション実施状況、障害児受入、医科歯科連携

プ
ロ
セ
ス



(図48) 令和3年度病床機能報告 病棟票様式２（年間合計を一部加工)



病棟票様式２ Excelファイルの下ごしらえ

１）５行目の列項目の再掲（まとめた形）・・・唯一性が確保されているか？

２）１～４行目を削除

３）６行目を削除

４）「＊(atrerisk)」を「１」に置換 ・・・置換項目の「＊」は全角で入力

５）Excelシート名に年度を追記

６）ファイル名を変更・・・「病床機能報告(R3)病棟票様式２tableau作業用」

７）Tableauへの接続が悪い場合は、新規Excelファイルにデータ全域をコピー



TableauにExcelデータを接続（流し込み）しましょう

自由な切り口で分析・可視化。いろいろ試してみてください！





病床機能報告オープンデータについてのtip

病床機能報告は、医療法（昭和23 年法律第205 号）第30 条の13 に基づいて実施する
制度。平成28年度のデータから公開されている

一般病床・療養病床を有する病院・有床診療所が報告対象。
各医療機関の事務職員が医療機関等情報支援システム（G-MIS）から手入力している。

オープンデータは匿名化のため「１～９例」の場合は「＊」で表示。
（０例の場合は「０」と表示）

令和１年度までの臓器別手術症例数のデータは、「６月」の１か月分のみの症例数を
集計していた。
令和２年度の臓器別手術症例数のデータは存在しない。（集計が行われなかった）

令和３年度からの臓器別手術症例数のデータは、１年分（12か月分）が月別に集計さ
れている。
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